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1 はじめに  

標準的な線形相補性問題は，行列〟∈RnX打とベ  

クトルq∈R’lが与えられた時，  

なり  

い（三；）＝（ヱ）（7）  
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Find（訂，y）∈R2TI  

S．t． 封＝〟∬＋q，  

（諾，y）≧（0，0），  

〇iyi＝0，（亘∈〃），  

Where Ⅳ‥＝（1，…，†け  

（よ－一府．）  
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βy＝dぬク   1＋   

◎＝卜・，¢（佑∬‘，肌），…】7’∈R，－．   

コレクタ・ステップにおいてこの加占】（△螢，△y）を  

使って¢の値を下げる．以上が，我々が提案する，  

CHKS平滑関数を用いたプレディクタ・コレクタ型  

平滑法である．また，その計算複雑度を解析し，計算  

機実験によるパフォーマンスの評価を行う．  

解析を行うにあたり，以下の仮定を置く．   

仮定  

（1）線形相補性問題は単調である．  

（2）線形相補性問題には内点実行可能解が存在する・  

として定義される．〟が非負定値の時，すなわち，任  

意のベクトル茸，y∈R－1に対して（諾一計）T入れ諾－  

y）≧0が成り立つ時，この間題は単調線形相補性問  

題と呼ばれる．  

この間題を解く解法の一つとして近年盛んに研究  

されている平滑法がある．この方法は線形相補性問  

題の非負条件（2）と相補性条件（3）を等価な等式条  

件で置き換え（1）の等式条件と合わせてニュートン・  

ラブソン法で解くというものである．  

具体的には，線形相補性問題の角牢析的中心  

y＝朗七＋q，  

（∬，■y）≧（0，0），  

勘肌＝〃2，（i∈〃）．  

2 アルゴリズム  

我々の提案するアルゴリズムは，近傍を   

〟（α）＝（（〃，∬，即）l即＝爪す諾＋q，◎＜0，牌‖≦（りり   

と定義した時に，プレディクタ・ステップにおいて外  

側の近傍〟（α＋2β）内を動きつつ〃の値を下げ，コ  

レクタ・ステップにおいて内側の近傍∧／一（（Y）に入る  

ように¢の値を下げることを交互に行い解へと到達  

する反復解法である．   

StepO：初期化亡＞0，た：＝0，β∈（0，1），   

諾0∈Rn，封0‥＝〟諾＋q，  
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を考えたとき，（5），（6）を満たす点（諾，y）が／l＞0  

に対し等式¢（佑∬i，机）＝0（戎∈Ⅳ）を滴たし，逆も  

成り立つ，という性質を満たす関数¢を用いる．この  

¢を近似相補関数と定義する．この性質を満たす近  

時相補関数の一つChen－Harker－Kanzow－Smalc関数  

¢（佑エ£，肌）：＝ごi＋机－ノ（棚＋4〃2，（ま∈Ⅳ）  

を用いて，アルゴリズムを構成する．上記等式と（4）  

を合わせた等式のニュートン方程式は以下のように  
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I↓？＞Os・t．（〃0）2＞max（0‘，可甜（五∈Ⅳ）），   

¢（〃0月，yP）（豆∈Ⅳ）を計算，   

α＞Os・り仲（捗諾，如‖≦叩0・  

Stepl：収束判宰pk＜e／max（1，α†なら終了．  

そうでなければStep2へ   

Step2：プレディクタ（FLk＋l，Xん，yk）∈N（α＋2β）  

となるJl頼1を見つける．   

Step3‥コレクタp‥＝0，（諾0，yO）：＝（諾ん，が），   

◎0：＝◎（拓ご0，yO）．  

step3－1：＝叫t≦叩ならばstep3－3へ，  

そうで 

（△諾，△お）を計算し，直線探索でステップサ  

イズβpを決める．  

（が＋1，封叶1）±（が，yp）＋βI－（△諾，△封），  

◎p巾を計算．  

Step3－2：■P：＝P＋1としてsteli3－1へ   

step3－3：（諾頼1，y頼1）：＝（が十1，yp車），  

◎ん＋1を計算．   

St．ep4：  

k：＝k＋1としてSteplへ  

回で終わる・  

（2）アルゴリズムの総反復回数は，高々  

288ヂ（α十Cβ）  

（ト烏）9（ト（ト蓋）4）仁4  

・3（「log封・り〉  

回である．   

系このアルゴリズムは  

の（字 
・log宗）  

／ブ で終了する・ただし，logの底は1－て扁・  

4 計算機実験  

計算機実験結果については，発表時に報告する．  

5 今後の課題  

今後の課題としては以下のことが挙げられる．今の  

評価を行い，CHksを用いた平滑法が多項式時間で  

終了するかどうか．また，他の近似相補閑散，例えば  

SmoothedFisller－B11rmeister関数などを用いた場  

の，計算複雑度解析などである．  3■ 計算複雑度解析  

仮定のもとで，以下のことを示した．各結果の中  

で用いる今は初期点と問題のサイズに依存する数で  

ある．   

補題（1）各反復におけるStep2において  

〃川≦（ト）㌦・  

である．  

（2）Step3の各反復pにおいて  
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